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水戸市版地域学校協働活動の推進

～教員の負担軽減に向けた地域との協働の事例～



水戸の教育

［教育目標］
知性にとみ，心身ともに健全な風格をそなえた
人間（水戸人）の形成につとめる

［基本理念］
水戸を愛し，世界で活躍できる人材の育成

水戸市の市民センター

・小学校：32校
・中学校：15校
・義務教育学校：１校 計48校

水戸市立学校

1小学校区に１市民センター

水戸市について１



水戸市におけるコミュニティ・スク－ルと地域学校協働活動の一体的推進2
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水戸市におけるコミュニティ・スク－ルと地域学校協働活動の一体的推進２
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参画

学校支援活動

支援ニーズ

（ 校内担当者 ）

地域の参画を得て学校を
支援。

（ 所 長 ）

（ 地域住民 ）

学校運営協議会で協議された
課題や提案等を，市民センタ
ーに伝達。

依 頼

水戸市の特徴：1小学校区に１市民センター

学
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水戸市版地域学校協働活動の仕組み



水戸市版地域学校協働活動の特徴

水戸市におけるコミュニティ・スク－ルと地域学校協働活動の一体的推進２

水戸市版地域学校協働活動の仕組み構築の経緯



≪子どもたちには、楽しく学習してほしい≫

〇第３学年：音楽科「ちいきにつたわる音楽でつながろう」

◎楽しく音楽活動をしている地域人材の活用
・地域人材の発掘における教頭の負担軽減
・教材研究や授業をともに行うことによる担任の負担軽減

学校運営協議会の議論

【学校と地域で共有する目標やビジョン】
『当たり前のことを当たり前にできる，
心身ともに健全な「ふたばっ子」の育成』

◎学びが深まり、より積極的に授業に取り組むようになった

浜田小も同じ構成とするモデル地区の取組 事例①３

（双葉台小中学校）

これまで学校・教師が担ってきた14の業務の在り方に関する考え方
④地域ボランティアとの連絡調整・⑩授業準備

参考
【概要】学校における働き方改革に関する取組の徹底について（通知） (mext.go.jp)

教員の負担軽減

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/hatarakikata/__icsFiles/afieldfile/2019/04/15/1414498_2_1.pdf
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/hatarakikata/__icsFiles/afieldfile/2019/04/15/1414498_2_1.pdf


和太鼓教室の様子



≪子どもたちには，地域の歴史等をしっかりと知ってほしい≫

〇第２学年：生活科「まちたんけん」
〇第４学年：社会科「飲み水を求めて（笠原水道）」
〇第５学年：総合的な学習の時間「備前堀」

◎地域の歴史に精通している地域人材の活用
・教員の教材研究の時間や授業での負担の軽減
・地域学習が苦手な教員や若手教員にとっての資質向上

学校運営協議会の議論

【学校と地域で共有する目標やビジョン】
子どもたちの『ふるさとづくり』

教員の負担軽減

モデル地区の取組 事例②４

（浜田小学校）

これまで学校・教師が担ってきた14の業務の在り方に関する考え方
④地域ボランティアとの連絡調整・⑩授業準備

◎専門家に直接話を聞くことで、より理解が深まった



授業の様子



コミュニティ・スクール通信を兼ねた学校だより



≪学校運営協議会での校長の説明≫

児童の現状と教員の勤務状況

教務主任（地域連携担当教職員）の負担大
コミュニティ・スクール通信を兼ねた学校だより（学区内全世帯配布）

学校運営協議会委員が作成

担任兼務

『やれる人がやれる範囲で』という意識

教務主任の負担軽減

学校運営協議会の様子



成果と課題、これからの方向性
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学校と地域の関係性が深まった

地域と連携した取組が組織的に行われるようになった

学校と地域が連携・協働した交流活動の継続性につながった

授業準備等児童生徒の学力向上に関わる時間を
取ることができ負担軽減につながった

地域活性化や地域貢献活動等に関わる児童生徒が増えた

学校の教育活動等について学校外への発信が充実した

地域の特色を活かした教育活動が見られるようになった

教職員の負担が軽減され、児童生徒と向き合う時間が増えた

様々な交流の場や交流活動により児童生徒の資質・能力
（主体性・協働性・社会性）の向上につながった

５

双葉台小中学校の教員を対象に行ったアンケート結果

Q:市民センター長が地域コーディネーターになって「よくなった」と感じたこと



成果と課題、これからの方向性６

地域コーディネーターの役割

地域学校協働活動の良さが十分実感できていない

〇各校の学校運営協議会に参加して，実態把握をし活動に対して助言していく
〇情報交換を中心とした地域コーディネーターの研修会を計画・実施

課 題

まだまだ・・・不十分

市教育委員会としての方向性

成 果 学校と地域の課題が共有しやすくなった。

教 員
及び

地域住民



地域とともにある特色ある学校づくりへ７

ご清聴ありがとうございました。
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